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文責：校長　山際裕之

～東の丘に芳しく香れ～

輝け!東芳っ子
情報モラル教室と租税教室を実施しました

児童集会で５年生が俳句の学習の成果を発表❕

３年生が、曲がりねぎの苗植えを行いました！

度も、たくさん収穫しておいしい曲がりねぎを味わえることを願っています。
　当日は「阿久津曲がりねぎの歌」を作曲した安養寺の土田宏禅様が見学に来てくださり、子どもたちに声を
かけてくださいました。３年生は昨年度の町たんけんで、土田様にお世話になっています。

て、毎年３年生が地域の特産物である「阿久津曲がりねぎ」について学んでいます。
　この日も阿久津曲がりねぎ保存会会長の橋本昌幸様にご指導をいただきながら、３本の苗をまとめて植える
作業を全員が４～５箇所ずつ体験しました。この後は、ねぎの生育状況を見ながら曲がりねぎの伝統の技であ
る「やとい」などの作業を経て、育てていきます。橋本様に畑の土壌管理をしていただいたことで、昨年度は
立派なねぎがたくさん収穫できました。秋には簡単な調理方法を学んだり試食したりする活動もします。今年

集会の発表の先陣を切った５年生がすばらしい発表をしてくれたので、今後も楽しみにしたいと思います。

　５月２６日、３年生が阿久津町伝統の曲がりねぎの苗植えを行いました。本校では総合的な学習の一環とし

　５月２５日に児童集会を行い、５年生が国語の学習の成果を発表しました。某テレビ番組のパロディ風に、
学習したことをもとにしたクイズを交えながら、５年生一人一人が自分でつくった俳句を発表しました。それ
ぞれ、季節感が感じられる個性豊かな作品が続きました。とても楽しい発表で、体育館全体が和やかな雰囲気
になりました。最後に、今月の歌「あの青い空のように」を全校児童で元気に歌いました。コロナ禍のために
昨年度まではこういう活動も控えてきましたが、少しずつコロナ禍前の日常に戻ってきているのを感じました。児童

どもたちは、終始笑顔で、ひとつひとつの言葉にうなずきながら話を聞いていました。
　本校では地域の皆様や各団体の講師の皆様など、専門性の高い方々を積極的にお招きして教育活動を行って
います。本校の教員以外の皆様に関わっていただくことは、子どもたちにとってもよい刺激になります。そし
て、本校児童にいつも多くのお褒めの言葉をいただきます。これらのつながりを大切にしていきたいです。

わたしたちの生活になくてはならないものとなっており、教育活動においても積極的に活用していますが、判　
断を謝ったり不用意な使い方をすると、身に危険が及んだり犯罪に巻き込まれたりすることを再確認しました。
　租税教室は、ファイナンシャル・プランナーの吉田雅彦様を講師に迎えて、日本には５０種類もの税がある
ことや、みんなの税によって互いに支えあう日本の社会が成り立っていることを学びました。そして、勉強す
ることは自分のためであるとともに、将来誰かの役に立つためであるというメッセージをいただきました。子

　５月２３日に５・６年生が情報モラル教室、５月２６日に６年生が租税教室を実施しました。
　情報モラル教室は、福島県警察本部県南少年サポートセンター長の霜鳥佳代子様を講師に迎えて、情報ツー
ルを使う際の心構えを指導していただきました。スマートホン、タブレット、パソコンなどの情報通信機器は


